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算 数 科 学 習 指 導 案 
                                         

指導者  ○○ ○○ 
     ○○ ○○ 
     ○○ ○○ 

 

１．日 時   平成２０年１２月 ９日（火） 第５校時 
 

２．場 所     ６年○組 教室・器楽室 
 

３．学年・組  第６学年○組（児童数○○名） 
 

４．単元名   「さらに分数のかけ算とわり算を考えよう」（分数×分数，分数÷分数） 
 

５．単元の目標   

領域（数と計算）                                                    

① 関心・意欲・態度 
・ （分数×分数）（分数÷分数）の意味や性質に着目して考察処理したり，計算の仕方を考えたりすることの楽しさやよさ

に気付き，進んで活用しようとする態度を育てる。 
 
② 数学的な考え方    
・（分数×分数）（分数÷分数）の意味や性質に関わる算数的活動を通して，筋道を立てて考えられるようにする。 
 

③ 表現・処理      
・ （分数×分数）（分数÷分数）の計算ができ，線分図や関係図を用いて身の回りの問題を有効に解決できるようにする。 
 

④ 知識・理解      
・（分数×分数）（分数÷分数）についての意味や計算の仕方を理解できるようにする。 

 

 

６．単元の評価規準 

算数への 
関心・意欲・態度 

数学的な考え方 
数量や図形についての表現

処理 

数量や図形についての 
知識・理解 

・（分数×分数）（分数÷分

数）の計算の仕方を考えた

り工夫したりする楽しさ

やよさに気付き，進んで活

用しようとする。 

 

・整数や小数の計算を基にし

（分数×分数）（分数÷分

数）の意味や計算の仕方を

筋道立てて考える。   

    

・帯分数を含まない（分数×

分数）（分数÷分数）の計

算が確実にでき，線分図や

関係図などを活用して，身

の回りの問題を解決でき

る。 

・分数について豊かな感覚を

もち，（分数×分数）（分

数÷分数）の意味や計算の

仕方を理解している。 
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７．単元の前後関係   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
６年 

分数のたし算とひき算 
・ 約分，通分 
・ 異分母分数の加減計算 

 
 
 
 

分数×整数，分数÷整数 
・分数×整数，分数÷整数の意味と計算の仕方 

 
 
 

分数×分数，分数÷分数 
・ 分数×分数，分数÷分数の意味と計算の仕方 
・ 割合を表す分数，いろいろな量を表す分数 

 割合を使って 
・全体を１としたときの部分の割合

を考えて解く問題 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４年 
分数 
・ 分数の概念と表し方（分数の第一義） 
・ 分割分数，量分数，数としての分数 
・ 真分数・仮分数・帯分数 

５年 分数 
・ 同分母分数の加減計算 
・ 分数の第二義・分数と小数・整数の関係 
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８．指導計画例（全１５時間）          

評価の重点 
時 間 内     容 

関 考 表 知 
評価の視点（方法） 

第１時 ○（分数）×（分数）の立式の意味と計算

の仕方について理解する。 

○  

 

○ 

   ・ 進んで（分数）×（分数）の計算を解こ

うとしている。（ノートへの記述） 

・ （分数）×（分数）の計算の仕方につい

て考える。（発表の様子・ノートへの記

述） 

第２時  
（本時） 

○（分数）×（分数）の計算の仕方を考え

る。 

 ○  

 

 

 ・ （分数）×（分数）の計算の仕方につい

て考える。（発表の様子・ノートへの記

述） 

第３時 
 

○整数を分母が１の分数として計算する

ことや，途中で約分して計算する仕方を

理解する。 

 

   ○ ・（整数）×（分数），（分数）×（整数）

の計算の仕方や，途中で約分して計算する

仕方を理解している。（発表の様子・ノー

トへの記述） 

第４時 
 

○分数のかけ算の仕方を理解し，計算す

る。 

 

 

 

○ ○ ・分数のかけ算の仕方を理解し，計算するこ

とができる。（ノートへの記述） 

 

第５時 
 

○割合を表す分数の意味を理解し，分数の

乗法を用いて問題の解き方を考える。 

 ○   ・分数の乗法を用いて割合の問題の解き方を

考える。（発表の様子・ノートへの記述） 

第６時 
 
 

○いろいろな量を表す分数の問題を解

決する。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

・いろいろな量を表す分数の意味を理解

している。（発表の様子・ノートへの記

述） 
第７時 
 
 

○分数で表された時間と分との関係が

分かり，単位交換を必要とする問題

を解決する。 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

 
 
 

・分数を使った単位交換，速さに関する

問題を解決することができる。（発表の

様子・ノートへの記述） 
第８時 
 
 

○（分数）÷（分数）の立式の意味を 
理解し，計算方法を考える。 

 

○ 
 
 

 
 
 
○ 
   

 
 
 

 
 
 

・進んで（分数）÷（分数）の計算の仕方

を考えようとしている。（ノートへの記

述） 

・（分数）÷（分数）の計算の仕方を考

える。（発表の様子・ノートへの記述） 
第９時 
 
 

○（分数）÷（分数）の計算の仕方を

理解する。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

・（分数）÷（分数）の計算の仕方を理

解している。（発表の様子・ノートへの

記述） 

第１０時 
 
 

○分数のわり算の仕方を理解し，計算

する。 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

○ 
 
 

・分数のわり算の仕方を理解し，計算する

ことができる。（ノートへの記述） 

 
第１１時 
 
 

○割合や速さを表す分数の意味を理解

し，分数の除法を用いて問題の解き

方を考える。 

 
 
 

○ 
 
 

 
 
 

 
 
 

・分数の除法を用いて割合や速さの問題

の解き方を考える。（ノートへの記述） 
 

第１２時 
 
 

○分数の除法の演算決定をし，問題を

解く。 
  

 
 

○ 
 
 

 
 
 

・分数の除法の演算決定をし，問題を解

くことができる。（ノートへの記述） 
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第１３時 
第１４時 
第１５時 

○単元のまとめに取り組み，学習内容

が定着しているか確かめる。 
 ○ ○ ○ ・（分数）×（分数），（分数）÷（分

数）の問題について考え，問題を解く

ことができ，既習事項を理解している。

（ノートへの記述） 
 
 
 
 
９．単元について（ゴシック体は本時に関わる内容） 

 育てたい力 児童の実態 仕組み 

算数への関

心・意欲・

態度 

・ 分数の意味と表し方に

ついての理解を深め，

数や量に対する感覚を

豊かにする。 
 
 
 
 
 
 
 
・ 分数の乗法や除法の仕

方を工夫して考えるこ

とで算数的活動の楽し

さやよさに気付くよう

にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 分数をかけたり分数で

わったりする活動を通

して分数で数量や割合

・速さ・時間などを表

すよさに気付き，進ん

で分数を用いようとす

る態度を育てる。 

【児童の実態は非公開】 ・ 全体を１と見て分数を図に表し

たり図から読み取ったりする活

動を取り入れることで，分数に

対する感覚を豊かにし，関心を

高める。 
 
・ 既習事項の確認を毎時間効果的

に行い問題解決の見通しをも

たせることで意欲を高める。 
 

 
・ 線分図を用いて倍関係を表すこ

とで，分数をかけたり分数でわ

ったりすることのイメージを

もてるようにし，計算の仕方を

工夫して考えられるようにす

る。 

・ 計算の仕方を一般化する活動を

取り入れたり，整数を分数で表

したり約分したりしながら計

算したりすることで，利便性に

気付くことができるようにす

る。 
 
・ 生活の中で分数をかけたり分数

でわったりする場面を問題に

用いてイメージをもちやすく

するととともに，分数で数量や

割合・速さ・時間などを表すよ

さに気付くようにする。 

考える力（

自力 解決

に 向けて） 

・既習事項を活用して類推的

に考え，問題を解決する力

をつける。 

 ・ できるだけ本時の課題解決に直

結する足場を設定することで，

類推的に考えながら問題を自力
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・ 分数の量や大きさを数

直線や線分図に表した

り，倍関係を関係図に表

しながら考えたりする

ことで，問題を整理しな

がら論理的に思考する

力を育てる。 

・分数の乗法や除法の計算の

仕方について，単位分数や

乗法・除法のきまりをもと

に，なぜそのような計算に

なるのか考えられるよう

にする。 

 

解決できるようにする。 

・ 図の中に分数を示す方法や図の

描き方，図を用いて問題を解決

する方法を習熟し，図を自分で

かいて問題を解決しようとする

意識を高める。 
 
 
・線分図を使って分数の倍関係を表

したり乗法や除法の計算のきま

りを確認しながら学習を進めた

りすることで，計算の仕方につい

て論理的に思考する力を高める。 

自分の考え

を表現する

力（整理し，

まとめる

力） 

 

・ 図や言葉で自分の考え

を書き表し，分かりやす

く表現できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

・ ノートやワークシート

への書き込みの方法を

工夫し，自分の考えやわ

かったことを的確に表

現できるようにする。 

 

 

・  学習して分かったことを

自分の言葉でまとめる力

を付ける。 

 ・ 図と言葉と式を単独で用いるの

ではなく，それぞれを結び付け

ながら説明するようにすること

で，自分の考えをさらに深めな

がら整理して表現できるように

する。 

・ 「まず」「つぎに」「なぜかと

いうと」などの言葉を使って順

序よく考えを表現できるように

する。 

・ 自分の考えと友達の考え・まとめ

や分かったことを区別しながら

整理してかき表すことで，学習し

たことをわかりやすくまとめら

れるようにする。 

 

 

・  子どもの考えや話し合ったことが整

理された状態で残るように板書を

工夫することで，１時間の学習を振

り返ることができるようにする。 

・  毎時間学習のふり返りを書く時間を

設定することで，重要なことが何な

のかを単元の中で繰り返しまとめ

ることができるようにする。 
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確かな力（

学びの定着

） 

・ 分数についての理解を

確かなものにし，分数

の乗法・除法の計算の

仕方が確実に定着する

ようにする。 

 
 
 
 
 
 
・ 問題場面に応じて演算

を決定し，割合を表す

分数や分数倍をつかっ

た問題，面積や体積・

時間や速さの単位換算

に関する問題を確実に

解決する力をつける。 
 
 
 

・ 計算の仕方の定着に時間がかか

り，整数と分数の関係についての

理解が十分でなかったり，途中約

分が不十分になったりする子ど

もがいる一方，基本的な問題だけ

では学習活動そのものに飽きを

示す子どもが出てくることも予

想され，学級内・学年内の個人差

が大きい。また，習熟度に，いわ

ゆる「二極化」ではなく，「多極

化」が見られる。 

・ 計算はできても文章問題から立

式・求答までを正確にできる子ど

もは少なく，特に時間の単位換算

についての苦手意識のある子ど

もが多いと思われる。 

 

・ コース別学習の形態をとり学年

を解体して学習を進めるととも

に，さらにコース内習熟度別学習

の時間を確保する。それにより，

計算力の定着を確実にし，学習内

容の理解を確かなものにする。ま

た，発展的な内容の学習にも取り

組むことのできる機会を保障す

る。 

 

 

・ 関係図を使って問題に表された

数量関係を整理しながら考える

ようにするとともに，演算決定が

確実に行えるようにする。 

・ 時間や速さの単位についての既

習事項を確認しながら学習を進

めたり，文字盤などを用いて視覚

と分数表記を結び付けた支援を

したりすることで理解を確かな

ものにする。 

 
１０．本時の目標 

  （分数）×（分数）の計算の仕方を考える。 

 

１１．本時の足場 
《足場の型》①既習問題の解決のアイデアや方法を振り返る。（そのアイデアや方法を活用して主問題の解き方を考え

る。） 
◎本時の学習では，分数の乗法の仕方を考えることがねらいとなっている。本時で扱うのは，分数に単位分数ではない

分数をかける場合の問題であるが，前時で学習した（分数）×（単位分数）の問題と同じように，前単元「分数×整

数，分数÷整数」の計算の仕方をもとにして，線分図を用いて考えられるようにしたい。また，計算の仕方を一般化

する際も，単なる数字の操作ではなく，線分図と「÷（整数），×（整数）」の計算方法をもとにした考え方によっ

て導き出されたものであることをとらえさせることが重要であると考える。よって，第１時の「（分数）×（単位分

数）」の問題を足場として設定した。なお，発展的な内容の問題にチャレンジするコースでは，導入部分での足場を

設けず，主問題①を自力で解決する学習活動の結果そのものが主問題②③の足場となっている。子どもが自ら足場を

つくる学習展開を目指していきたい。 
 
１２．評価の規準 

①概ね満足できる姿（Ｂ） 

  （分数）×（分数）の計算の仕方を考えることができる。 

②十分満足できる子どもの姿（Ａ） 

  （分数）×（分数）の計算の仕方を考え，計算の仕方を説明することができる。 
 
１３．本時の展開（しっかり１・２コース：基本的な問題を中心に解くコース） 
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学習過程 学 習 活 動 留 意 点 評価の視点 

・（分数）×（単位分数）の計算の仕方

をふり返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（分数）×（分数）の問題であることを確認す

る。 

・（分数）×（整数）・（分数）÷（整数）の計

算の仕方をもとに，線分図を用いて考えること

を確認する。 

 

  
 つかむ 

 

 

問題① 

 

 

 

 

 

・４／５×２／３の計算の仕方を考える 

 

 

 

・立式し，（分数）×（分数）の問題で

あることを確認する。 

 

 ためす 
（自力解決） 

・足場の考え方を使って，問題①の解決に

取り組む。 

・ 自分で線分図をかいて考えるよう

にする。 
 
・ 足場の問題と同じように，線分図を

用いながら，（分数）×（整数）・

（分数）÷（整数）の計算の仕方を

もとにして，類推的に計算の仕方を

考えられるようにする。 

 

 

・ 問題が解決したら，図につけたしの

言葉をかいたり，解き方を言葉で説

明したりできるようにする。 

 

  

 深める 
（集団解決） 

・ 考えをつけたしながら（分数）×（分

数）の計算の仕方を整理し，問題解決

をする。 

 

 

 

 

 

・ つけたしの意見を出し合って問題を

解決できるようにする。 

 

・ 線分図と式を交互に指し示しながら

自分の考えを説明できるようにする 

 

・ 足場の問題と比べながら，（分数）

×（整数）・（分数）÷（整数）の

（分数）×（分数

）の計算の仕方を

考えることができ

る。（考） 

足場 

１ｍの重さが４／５㎏の棒が

あります。 
 この棒１／３ｍでは何㎏にな

るでしょう。 

分数の計算の仕方を考えよう 

１ｍの重さが４／５㎏の棒

があります。 
 この棒２／３ｍでは何㎏に

なるでしょう。 
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問題② 

 

 

 

 

 

 

・問題①・問題②と足場の問題を比べ，学

習のまとめをする。 

 

 

 

計算の仕方をもとにして考えればよ

いことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ １／７÷５×４と同じように計算し

（７×５）分の（１×４）と考えれ

ばよいことを確認する。 

 

・ （分数）×（分数）の計算は，分母

どうし，分子どうしを，それぞれか

けて計算することを確認する。 

・グループ学習のしかたを確かめる。 

どんどん しっかり 
 生かす ・コース内習熟度別グループ学習を行い練

習問題を解く。 

 

 

・問題②で計算の仕

方を理解し，自力

で解決すること

に自信をもてた

子どもは，後ろを

向いて習熟問題

に取り組む。 

・問題②で計算の仕

方を十分理解で

きなかったり，自

分で解くことに

自信をもてなか

ったりする子ど

もは，前を向いて

指導者と一緒に

補充問題に取り

組む。 

（分数）×（分数

）の計算の仕方を

考えることができ

る。（考） 

 

 
 
 
 
 
１４．板書計画（しっかり１・２コース） 

１ｍの重さが１／７ｋｇの 
棒があります。この棒４／５ｍ

では何ｋｇになるでしょう。 
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                  ①                ② 

 

 

 

 

   ４／５ × １／３          ４／５ × ２／３        １／７×４／５ 

 

 

 

 

 

 

４／５×１／３＝４／５÷３     ４／５×２／３＝４／５÷３×２  １／７×４／５＝１／７÷５×４ 

         ＝４／１５             ＝４／１５×２          ＝１／３５×４ 

       ４／１５ｋｇ           ＝８／１５            ＝４／３５ 

                         ８／１５ｋｇ           ４／３５ｋｇ 

 

                         分子どうし，分母どうしを それぞれかける 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１３．本時の展開（どんどんコース：発展的な内容の問題にも挑戦するコース） 

足場 

１ｍの重さが４／５㎏の棒が 
あります。 
 この棒１／３ｍでは何㎏に 
なるでしょう。 

分数の計算の仕方を考えよう 

１ｍの重さが４／５㎏の

棒があります。 
 この棒２／３ｍでは 
何㎏になるでしょう。 

 
線分図 

 
線分図 

 
線分図 

１ｍの重さが１／７ｋｇの

棒があります。この棒４／５

ｍでは何ｋｇになるでしょ

う。 
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学習過程 

 

学 習 活 動 

 

留 意 点 

 

評価の視点 

・本時の課題「（分数）×（分数）の計

算の仕方を考える」を確認する。 

  

  
 つかむ 

 

 

問題① 

 

 

 

 

 

・４／５×２／３の計算の仕方を考える。 

 

 

 

・立式し，（分数）×（分数）の問題で

あることを確認する。 

 

 ためす 
（自力解決） 

・自力で問題①の解決に取り組む。 ・ 自分で線分図等をかいたり，式変形

をしたりして考えるようにする。 
 

・ 問題が解決したら，図につけたしの

言葉をかいたり，解き方を言葉で説

明したりできるようにする。 

 

  

 深める 
（集団解決） 

・ 考えを付けたしながら（分数）×（分

数）の計算の仕方を整理し，問題解決

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題② 

 

 

・ つけたしの意見を出し合って問題を

解決できるようにする。 

 

・ 図と式を交互に指し示しながら自分

の考えを説明できるようにする。 

 

・ 自分が用いた考え方を根拠と合わせ

て発表し，それが「考える足場」で

あることを全体で確認する。 

 

・ 出された考え方が次の問題の「足場

」となるように板書として残してお

く。 

 

 

 

 

（分数）×（分数

）の計算の仕方を

考えることができ

る。（考） 

分数の計算の仕方を考えよう 

１ｍの重さが４／５㎏の 
棒があります。 
 この棒２／３ｍでは 
何㎏になるでしょう。 

１ｍの重さが１／７ｋｇの棒

があります。この棒４／５ｍ 
では何ｋｇになるでしょう。 
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・問題①・問題②を比べ，分かったことを

まとめる。 

 

 

 

 

 

問題③（発展的な内容の問題） 

 

 

 

 

・自分なりの方法で，説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ （分数）×（分数）の計算は，分母

どうし，分子どうしを，それぞれか

けて計算することを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ これまでの学習をもとにして，面積

図や線分図，答えの見積もり，たし

算とのちがいなど，自分なりの方法

をつかって説明するようにする。 

 

 

・ 「なぜまちがいなのか」を中心に話

し合い，考えを出し合うようにする 

 

 

 生かす ・練習問題を解く。 

 

 

・ 学習のしかたを確かめる。 

・ 発展的な内容の問題を中心に解く。 
・ 基本的には自力で問題を解決する。 
・ 指導者は，各自の学習の進め方を確

認し，必要に応じて進め方について

の助言をする。 

（分数）×（分数

）の計算の仕方を

考えることができ

る。（考） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
１４．板書計画（どんどんコース） 

２／５×１／５＝２／５が 
まちがいであることを説明し

ましょう。 
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① 

                   ②               ③                   

 

 

 

 

   ４／５ × ２／３            １／７×４／５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ８／１５ｋｇ             ４／３５ｋｇ 

 

                分子どうし，分母どうしを それぞれかける 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１５．評価計画 
６年 関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

１ｍの重さが４／５㎏の棒が

あります。 
 この棒２／３ｍでは何㎏に 
なるでしょう。 

分数の計算の仕方を考えよう 

２／５×１／５＝２／５ ？ 

 
線分図など 

 
線分図 など 

 
 

図など 

 
 

図など 

１ｍの重さが１／７ｋｇの

棒があります。この棒４／５

ｍでは何ｋｇになるでしょ

う。 

 
式など 

 
式など 
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算数 １ ８ １ ２ ５ ８ 11 
1314

15 
4 7 10 12 

1314

15 
3 4 6 9 10 

1314

15 

さ
ら
に
分
数
の
か
け
算
と
わ
り
算
を
考
え
よ
う 

 

 

進
ん
で
（分
数
）×
（分
数
）の
計
算
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

   

進
ん
で
（分
数
）÷
（分
数
）の
計
算
の
仕
方
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 

小
単
元
で
の
評
価 

（分
数
）×
（分
数
）の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

（分
数
）×
（分
数
）の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

分
数
の
乗
法
を
用
い
て
割
合
の
問
題
の
解
き
方
を
考
え
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 

（分
数
）÷
（分
数
）の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

分
数
の
除
法
を
用
い
て
割
合
や
速
さ
の
問
題
の
解
き
方
を
考
え
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

（分
数
）×
（分
数
）、
（分
数
）÷
（分
数
）の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
単
元
で
の
評
価 

分
数
の
か
け
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

分
数
を
使
っ
た
単
位
交
換
、
速
さ
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 
 

分
数
の
わ
り
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 
 

分
数
の
除
法
の
演
算
決
定
を
し
、
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

（分
数
）×
（分
数
）、
（分
数
）÷
（分
数
）の
問
題
に
つ
い
て
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

小
単
元
で
の
評
価 

（整
数
）×
（分
数
）、
（分
数
）×
（整
数
）の
計
算
の
仕
方
や
、
途
中
で
約
分
し
て
計
算
す
る
仕
方
を
理
解
し
て
い
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

分
数
の
か
け
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

い
ろ
い
ろ
な
量
を
表
す
分
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

（分
数
）÷
（分
数
）の
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
て
い
る
。
（発
表
の
様
子
・ノ
ー
ト
への
記
述
） 

 

分
数
の
わ
り
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

（分
数
）×
（分
数
）、
（分
数
）÷
（分
数
）の
問
題
に
つ
い
て
既
習
事
項
を
理
解
し
て
い
る
。
（ノ
ー
ト
への
記
述
） 

小
単
元
で
の
評
価 

 


